
TMPS医学館 過去問解説図書館

小 論 文 金沢医科大学医学部 2025年度型 そっくり類題
※ これは金沢医科大学の入試問題ではありません。2025年度の出題形式（課題文＋図、要約200

字以内・説明200字以内、60分）をもとに、
TMPS医学館が題材を変えて作成したオリジナル問題です。調査結果は架空のものです。

試験時間の目安：60分 次ページの原稿用紙（20字×10行）に、横書きで解答してください。句読点
や「」も1字として数え、段落の最初は1マスあけます。

健康診断（健診）を受けない人が多いことは、病気の早期発見を遅らせる要因として知られてい
る。受けない理由には、「忙しい」「面倒だ」「結果を知るのが怖い」といった、本人の気持ちや生
活の事情が多く、病気を恐れる意識を高めるだけでは受診は増えにくい。
行動経済学では、人は「現状を変えるための手間」を実際以上に重く感じ、あらかじめ決められた

選択（初期設定、デフォルト）に従いやすいと考えられている。そこで、受診するかどうかを本人に
決めさせるのではなく、受診の日時をあらかじめ決めて知らせ、都合が悪ければ連絡して変更や辞退
ができるようにする方法が考えられる。この方法でも、受けるか受けないかは本人が自由に決められ
る。
図は、架空のA市で、健診の案内の方法を3通りに分けて、1年後の受診率を比べた結果である。
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図　健診の案内の方法別の受診率（架空の調査。TMPS作成）

設問1 問題文を200字以内で要約しなさい。
設問2 図の「受診の日時を決めて通知」する方法が、健康政策における「ナッジ」であるとい
える理由を、問題文の内容をふまえて200字以内で説明しなさい。
解答例と解説は、解説ページ（TMPS医学館の過去問解説図書館）に掲載しています。
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設問1　解答用紙（要約） 20字×10行＝200字（5行ごとに目印）
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設問2　解答用紙（説明） 20字×10行＝200字（5行ごとに目印）

100

200
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